
バリアフリー体験コーナーでは、車椅子の簡単な操作方法を知っていただくとともに、多くのお客様で賑わう場内を注意しながら実際に周
回し、車椅子利用者の目線で体験していただきました。
また、ブース内には鉄道利用時のベビーカーの安全な使用を呼びかけるパネルを掲示し、パンフレットの配布をとおして、車椅子体験とあ

わせて「心のバリアフリー」についての周知・啓発を行いました。

バリアフリー教室 （第29回「鉄道の日」 記念イベント）

日 時：令和４年１０月２２日（土）１０：００～１６：００
場 所：新潟駅南口中央広場
主 催：第29回「鉄道の日」北陸信越地方実行委員会
参加者：イベント来場者約３，５００名 うちバリアフリー体験コーナー参加者６名

〇実施概要
鉄道の発展を祝うとともに、お客様に広く愛され、その役割について関心が高まることを願い、

第29回「鉄道の日」記念イベントが開催されました。
多くのブースやステージイベントで賑わう中、当局のイベントスペースでは鉄道関連グッズの配

布をとおして鉄道に対する理解と関心を深めていただくとともに、「バリアフリー体験コーナー」
も設け、障害者の日常や社会生活の大変さを学んでいただきました。

車椅子（大人用）は、サイズも大きく重量もあり、小学校低学年
の女の子は一人で操ることに苦戦していました。
すると「お兄ちゃん、押してよ！」と助けを求め、お兄ちゃんがす
かさず手助け。しばらくしてから「次は、私が押す方やりたい！」
と兄妹仲良く乗る側と押す側を交互に体験していただけました。


